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Ａ．研究目的 
 地域完結型がん・生殖医療連携の全国展開(日本
版 Oncofertility Consortium)による AY A 世代の
がん患者の妊孕性に関する支援とそのための人材
育成を目的とする． 
 特に，岡山県を中心とした医療圏におけるがん
治療施設と生殖医療施設の医師，看護師へのがん
患者の妊孕性温存に関する情報の啓発・研修を行
う．また，がん治療施設と生殖医療施設の医師，
看護師，胚培養士等が議論し，システムの再構築
を行う． 
 
 
Ｂ．研究方法 
 定期的症例カンファレンス，公開セミナーを実
施する．がん治療や生殖医療を行っている医療ス
タッフ，また，がん患者へ，各施設の情報提供を
行うシステムを構築する． 
 
倫理的配慮 該当せず 
 
 
Ｃ．研究結果 
 １）岡山県の医療圏のがん治療施設と生殖医療施
設の医師，看護師へのがん患者の妊孕性温存に関す
る情報の啓発・研修を定期的に行い，実践的な症例
カンファレンスを行うとともに，公開セミナーを実
施し参加者を拡大させた． 
２）WEB上で，がん治療や生殖医療を行っている
医療スタッフ，また，がん患者が，岡山県の医療圏
において，がん患者の妊孕性温存に関する情報提供
をしている検索できる施設を検索できるシステム
を開設した． 
３）岡山県に，がん患者の妊孕性温存への公的補助，
がん患者の妊孕性温存の啓発についての陳情書を
提出し，県議会で可決された． 
 
 
 
 
 

 
Ｄ．考察 
 2017年度から，毎月，定期的に，がんと生殖医
療ネットワークOKAYAMAの定例カンファレンス
を行うこと，また，公開セミナーを行うことで，
メンバーが増加するとともに，実践的なシミュレ
ーションが可能になった． 
 また，2018年3月には，がんと生殖医療ネットワ
ークOKAYAMAにおけるネットワークが，WEB版
のマップをして表現され，可視化することができた． 
 
 
Ｅ．結論 
  岡山県のみならず，近県も含めた連携のための
ネットワークの再構築がなされた．また，岡山県の
政治家，行政などへも啓発することができ，2018
年度の事業につながった． 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
  なし 
 
 2. 実用新案登録 
  なし 
 
 3.その他 
  なし 
 


